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【症状出現しないための対処】

【周囲からの働きかけ】

【疾患や症状への敏感さ】

症状の出現が体調によって変わる

身体の変化をアレルギー反応と疑う

アレルゲンの存在や限界が感覚でわかる

【食べることの我慢】【克服への意欲】

別のものがあるならいい、食べられなくていい

わざわざ病院に行って治療したいと思わない

自分で原因や限界を突き止める

好きな食べ物が
食べられない

余計食べたくなったり
孤独感を感じたりする

食べられないことを
責められる

疾患への理解がある

出現する症状への理
解が足りない

見た目に出るのが嫌だ

外に出るときや集団行
動の際は特に注意する

その場で食べない工夫をする

【症状出現への恐れ】

人に迷惑をかけたくない、
雰囲気を壊したくない

思いがけない症状が出て大変な思いをした

一人でいる時の症状出現に不安がある

【家庭は頼れる場】

家族が気遣ってくれる

母親に相談する

家庭では症状出現への
緊張が低い

食べられないことが当たり前

厚生労働省(2011)
近年、アレルギー(FA)疾患の罹患者は増加

母親への調査が行われる
FA児本人を対象とした研究は見当たらない

問題・目的

• 近年、アレルギー(FA)疾患の罹患者
は増加 厚生労働省(2011)

• 学校や家族などの他者との人間関係
を含めた日常生活で、FA児がどのよう
な体験をしているのかを明らかにする

厚生労働省(2011)
近年、アレルギー(FA)疾患の罹患者は増加

母親への調査が行われる
FA児本人を対象とした研究は見当たらない

方法

調査対象者
・過去にFAの症状が出現した経験がある
者１１名
・スノーボールサンプリングによる選出

データ収集方法
・半構造化面接(50分～90分/回)
・(a)食事面で気をつけていること(b)家
族との関係(c)症状との付き合い方(d)学
校場面で困ったこと(e)友人関係について

分析方法
・修正版グラウンテッド・セオリー法(M-
GTA；木下, 2007)

結果

1. 【家庭は頼れる場】

⇔   家族以外との食事場面・対人関係では

恐れ・我慢・特別な対処

2. FAとともに“生きる”ことに伴う苦痛

• “アレルギー反応による症状そのものを理解

されている”とは感じない

• 症状が見た目にでることの辛さ，痒みの辛

さ

• 慢性的に“自分はFAである”と認識させら

れる敏感さ

食物アレルギーという疾患への対応と
日々の生活上の苦痛への対応の

両方が重要
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